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V　赤崎自然公園計画に対する

　　　　　　　　　自然保護と景観管理への植生学的提案

　市民の健全な生活環境の保金，緑の保養所として名瀬市に設定される自然公園は，今まで

の，いわゆる都市公園とは本質的に異るものでなければならない。同時に近年奄美群島が，

わが国の有力な観光地としての開発が進行している。新しい観光資源とは単なる都会の真似

事や一時的な飾りだけでは長持ちしない。

　幸い赤崎半島は名瀬市の中心街から約5kmの近郊地にありながら今まで比較的自然度の

高い状態が保たれている。名瀬市では周辺を一望のもとに見渡せる，この赤崎半島に自然公

園を設定して，自然を保全しながら市民の健康保証の場としょうとすぐれた計画を準めてい

る。大津市長をはじめ名瀬市のこのような全国に早きがけて，市民の生存環境を保証しなが

ら，もっとも長持ちのする観光資源一郷土の緑の財産一を保全，利用とするすぐれたア

イディアを具体化するためには今までの単なる公園造成の経験だけでは不十分である。

　赤崎地区の景観の主要構成者である植生についてのわれわれの現地調査結＝果および，これ

らり植生単位の具体的配分図としての現存および潜在自然植生図による現存植生や立地の自

然回復元能力，人間の干渉に対する抵抗力などが総合的に考察された。その結果，自然保護

と自然公園としての景観管理について以下の提案がなされた。

1．　自然保護について

　赤崎自然公園地区は，奄美大島の北部に向かって突出した地形のため，季節風の影響や台

風の影響を強く受ける。さらに地質学的には古生層に由来した砂岩や粘板岩からなり，風化

しやすくもろいこのようなきびしい立地条件下に成立している赤崎地区の植生は一般に人間

の干渉に対して敏感である。尾根上部や急斜面にはアカテッーハマビワ群集の低木林が生育

している。もっとも風衝のきびしい山頂部や海浜沿いの突出部ではススキ群落，オキナワマ

ッバボタンーコウライシバ群落などの草：本植物群落が生育している。

　谷部のギ。クシンカースダジイ群集オオイワヒトデ亜群集が，もっとも高木林に属する林

分といえる。

　自然公園の設定にあたっては海岸ぞいの砂浜，風衝断崖上などの森林の成立が困難なよう

なきびしい立地条件下の草原植生たとえぽヒオウギーハチジョウススキ群落，ヒゲスゲース

スキ群落，海岸岩礫地植生としてのオキナワマツバボタンーコウライシバ群落，海浜砂丘植

生のハマゴウ群落，湿地のオオアブラガや群落などの単層植生はできるだけ残し，保護すべ

きである。問様に海岸断崖や風衝立地上のギ・クシソカースダジィ群集オオイワヒトデ萸群
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集，アカテツーハマビワ群集，ソテツ群落，クサトベラ群落，リュウキュウバショウ群落な

ども人間の干渉に一般に敏感な植生であると同時に赤崎自然公園の固有の景観要素として保

全しながら，その周辺を慎重に利用することがのぞましい（Tab．4D。

　一方，適度な人閥の立ち入り，自然との共存利用が可能な植生としては森林ではギョクシ

ソカースダジイ群集の典型〕亜群集，ギイマ亜群集，コシダー久ダジイ群落，リュウキュウマ

ツ群落，ホテイチク群落などの代償植生や人為植生が考えられる。草原植生としてはノボタ

ンーススキ群落，ホシダーススキ群落，またチガヤ群落，ハイキビ群落のような耕作放棄畑

や放棄水田雑草群落などがあげられる。同時にぐマクワガタールリハコベ群集，アゼムシロ

群落などの農耕地雑草群落も，屠的によって管理，植栽について考慮して，種々の利用が可

能である。

　自然を利用した公園計画，施設，道路づくりなどの計爾には，まず自然度の高い，さらに

は森林のような多層群落，弱い自然などを現存植生図などによって客観的に調査し，人問の

干渉に敏感な，また代表的植生や景観の保護計画が先行しなければならない。

・2．景観の形成・保全・管理について

　生きている植生を主役とした自然公園の景観形成，保全しながら長持ちのする利用・管理

を行うためには植生の実体について心しく把握しておかなければならない。植生は時間的に

も空間的にも絶えず自然環境の総和や人間の干渉と対応しながら動いている。本来人閥の干

渉の加えられる以前は，それぞれの立地の自然環境の総和が変らないかぎり，それぞれ立地

固有の自然植生を成立させていた。現在の文化景観域の大部分の植生のはさまざまな人間の

干渉に対応して各種の代償植生におきかわっている。

　公園としてある程度の人聞の利用に供しようとすれば，そこで当然人間の影響が植生やそ

の生地に加わる。間違いの少ない公園の管理，利用，自然公園としての景観や植生の形成・

保全には自然植生と人間の影響下に成立する代償植生との糊互関係について正しく理解して

おく必要がある。

　赤崎自然公園計画地区内での樹林の大部分を占めており，自然植生にもっとも近いギ。ク

シンカースダジイ群集＊は植栽・補植されれぽリュウキュウマツ群落，マダケ群落，ホテイ

チク群落，ゴモジューハマビワ群落となる。森林伐採後，定期的に刈取りを行えばノボタン

ーススキ群落，耕作すればハマクワガタールリハコベ群集，耕作を放棄すればチガヤ群落に

移行する。チガヤ群落は，そのまま放置されれぽノボタンーススキ群落→リュウキュウマツ

群落→コシダースダジィ群落を経てギョクシンカースダジイ群集に復帰する（Fig．18）。

＊　ギョクシソカースダジイ群集は現存植生図では代償植生にいれられている。
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T＆b．41赤崎自然公園計画域の保護を必要とする植生域

　　　Schutzn6tige　Vegetation　in　der　gepla鷺nte　Area　des　Naturparkes　Haazaki

森林walder　und　Straucher

保護を必要とする植生域

Schutz鳳δtige　Vegetation

und　ihre　WuchSQrte

・Tarenno－Castanopsietum　sieboldii
Subass．　von Colysisleptophylla
ギョクシソカースダジイ群集　オオイワヒトデ亜群集

・Planchone至lo－Litseetum　japoniOae
アカテツーハマビワ群集
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ソテツ群落

。Pandanetum　tectorius
アダン群集

。50α6ηoZα診αooα4α一Gesellschaft

クサトベラ群落

・Mz‘5α漉‘肋卿z5∫5－Gesellschaft

　リュウキュウバショウ群落

適度に利用可能な植生域

MaBige　Nutzungen

mδgliche　Vegetation　und

ihre　Wuchsorte

・Tarenno－Castanopsietum　sieboldii
TypischeSubass．　undSubass．　von
VacciHiumwτigh員i
ギョクシソカースダジイ群集　典型亜群集，ギイマ亜群集

・1万α・翻。μ8プf5劾～θαプf∫一Cα5厩2zoメ＞5‘5∫ゴ8∂oZ4露一Gesellschaft

　コシダースダジイ群落
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　リュウキュウマツ瑠i落
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　アカテツーハマビワ群集は植栽によってリュウキュウバショウ群落，伐採によってヒゲス

ゲーススキ群落に変わる。ソテツ群落も刈取りによってヒゲスゲーススキ群落に変化する。

　湿地植物群落のオオアブラガや群落などは湛水，耕作によってアゼムシロ群落などの水田

雑草群落に変わる。水田耕作が放棄されるとハイキビーチゴザサ群落になる。

　海に面した海岸断崖植生のヒオウギーススキ群落および海浜植生のハマゴウ群落などは人

為的干渉にもっとも敏感で，踏圧，刈取りなどの単純な影響であっても持続的につづくと容

易に裸地化する（Fig．18）。

　園路ぞい，施設のまわりなどのように，ある程度美的な感覚からも支持される，管理費が

安くて，長持ちする郷土種では，ひかくてき葉が美しく高木層にまで生育可能な樹種として
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ハマクワガタールリハコベ群集．（畑地菊窪草群落）

・％刀ゴα侃プθメ＞8ア～3－13α魏7zθgZoみ。∫α一Gesellschaft（Brachliegende　Reisfeldunkrautgesellschaft）

ハイキビーチゴザサ群落（耕作放棄水田雑草群落〉
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アゼムシロ群落，デンジソウ群落（水田雑草群落）

はスダジイ，アマミアラカシ，ホルトノキ，タブノキ，ゴパンモチ，アコウ，イヌマキ』フ

カノキ，ヤブッバキなどがあげられる。低木層の植物としてはカクレミノ，リュウキュウァ

オキ，シバユッケイ，ヤブニッケイ，ヒメユズリハ，ハマヒサカキ，アデク，ギ7マ，ク胃

ッグ，ソテツ，パマビワがある。草ホ植物ではムザシアブミ，コバノカナワラビ，オオバカ

ンアオイ2タシロスゲなど。

　花や果実，種子の美しい植物としては高木層まで達する植物にはイジェ，ヤマモモ，モッ

コク，ク戸ガネモチ，低木層ではクサトベラ，トベラ，シャリンバイ，ゴンロンカ，クチナ

シ，サザンカ，サクラツツジ，シマイズセンリ。ウ，草本植物ではマンリョウ，センリョウ，

ヤブラン，ヒメァリドウシ，アマミエビネなどがある。
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　　　　　Tab・42　植栽利用適種豆例

　　　　　　　　　　　Ei鷺Beispiel　der　geeignete　Arterl　zur　Pfla点ze鷺
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低　　木　　Nieder　Baume　u．　Straucher 草本Klrauter

　　Psychotria　rubra　リュウキュウアオキ

　　Cinnamomum　japonicum　ヤブニッケイ
　　Dendropanax　trifidus　カクレミノ

　　Cin鷺amomum　doederleinii　シバニッケイ

　　Daphniphyllum　glaucescens　ssp．　teijsmannii
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメユズリハ

　　Eurya　emarginata　ハマヒサカキ

　　Syzyg拍m　buxifolium　アデク

　　Vaccinium　wrightiiギーマ

　　Litsea　laponica　ハマビワ　　　　　　　　　　・

　　Euonymus　japo魚cus　マサキ

　　Ardisia　siebold1i　モクタチバナ

　　Ardisia　quiHquegona　シシァクチ

　　Tricalysia　dubiaシロミミズ

　　Cycas　revolutaソ・テツ

［、A・e・g…em・1・v…engleri．・・ツグ

Lemmaphyllum　microphyllum　var．

　　　　　　　　　01）ovatum　リュウキュウマメヅタ

Arisaema　ringe且s　ムサシアブミ

Arach且iodes　pseudo－aristata

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コバノカナワラビ

Pteris　faurieiハチジョウシダ
　　　　　　　　　　　　　　　炉

Asarum　lutchuense　オオバカンアオイ

Carex　socia訟タシロスゲ

P三ttosporum　tobira

Raphiolepis　i鷺dica　ssp．

トベラ

Mussaenda　parviflora

Gardenia　jasminoides

Camellia．＄asanqua

Camellia　japonica

Maesa　tenera

Rhododendro鷺tashiroi

Moriぬda　umbellata

umbellata
　　　　　　シャリソバイ

コソロソカ

クチナシ
　　　　サザソヵ

　　　　ヤブツバキ

シ々イズセソリョウ
　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　サクラツツシ

　　　　ハナガサノキ

Styrax　3aponicus

Daphne　k圭usiana

Hibiscus　tiliaceUS

Scaevola　taccada

エゴノキ

コショウノキ

オオハマボウ

クサトベラ

Sarcandra　glabra　センリョウ

Ardisia　crenata　マンリョウ

Trachelospermum　as三aticum　var．1iukiuense

　　　　　　　　　　　　　　　　リュウキュウテイカカズラ

Psychot∫ia　serpens　シラタマカズラ

Liriope　taw際dae　ヤブラン

Damnacanthus　indicus　var．皿icrophyl玉us

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメアリドウシ

Calanthe　aristulifera　var．　ama燃lana

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アマミエビネ

Ophiopogon　jaburan　ノシラソ

Liparis　bicallosa　ユウコクラソ

1

Nephro王epis　auriculata　タマシダ

Melastoma　candidum　ノボタン
A王pinia　speciosa　ゲットウ

Diane11a　ensifolia　キキョウラソ

Farfugium　japonicum　ツワブキ
Lilium　longiflofum　テッポウユリ

Solidago　virga－aurea　var．　insularis
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アキノキリンソウ

Adenophora　tryphylla　サイヨウシャジソ

Swertia　tashiroiヘッヵリソドウ

Chrysanthemu魚ornatum　var．　crassum
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オオシマノジギク

Caτex　wahuensis　var．　robusta　ヒゲスゲ

Imperata　cylindrica　var．　major　チガヤ

Misca且thus　sinensisススキ
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　林縁部や生垣ぞいなどのソデ群落構成種ではタマシダ，ノボタン，ゲットウ，キキ・ウラ

ン，ツワブキ，テッポウユリ，ヒゲスゲ，オオシマノジギクなどがあげられる（Tab．42）。

　赤崎自然公園の全体計画の策定・実施にあたっては，まず自然度の高い，あるいは弱い自

然の保護からはじめられなけれぽならないことはすでに考察された。同時に積極的な自然公

園にふさわしい立地固有の緑の景観形成・保全・管理に際しては，それぞれの立地固有の自

然植生や自然に近い植生と，その代償植生と人間の干渉の加わり方を総合的に把握して，目

的に応じた適切な利用・保全・管理がのぞまれる。

　同様に植栽利用計画に際しても，基本的には管理・維持費がかさみ，長持ちしない外来樹

種を避ける。Tab。42の例に見られるように数多い，豊富で多彩な郷土種の中から選ばれる

べきである。

　外来者には無霜地帯であり，亜熱帯に属する奄美固有の常緑植物を主とした景観美を形成

し，奄美大島，名瀬市民にとっては飽きない郷土の植物による郷土の生きている多彩な緑の

自然と自由に接触できる，自然と人間の共存の場としての赤崎自然公園の新しい姿が期待さ

れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　転
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お　わ　り　に

　名瀬市には臼本一のスダジイの原生林が残されている。スパー林道によってその金作原原

生林の伐採・搬出が容易になりすでに伐採が進められている。いわゆる林野庁の5力年計颪

によってほとんど皆伐される運命にあったこのわが国に残された現代最大の規模と森林相を

持ったこの森林は地元市町村をはじめとする森林保護活動によって一応伐採が現状で凍結さ

れることになった。

　一般に自然や植物群落では自然度の高いものほど人閾の干渉に弱い。原生林，処女林と呼

ばれるような原自然はわずかな人間の干渉に対しても敏感で破壊されやすい。さらに離島の

生物は大陸や大きい島からの生物や人間の干渉に対して抵抗力が低い。

　さらに年間を通して高温で多湿な熱帯や亜熱帯の自然や植生は一見よく繁茂して，無限の

生産性を秘めているように考えられるが，実は自転操業をしている自然である。自然のバラ

ンスや生態学のシステムがうまく保たれている間は無限の生物的宝庫として，もっとも安定

した強い自然の表現力である。しかし森林皆伐・火入れなどによって一度破壊されるとその

自然復元はきわめて困難である。

　この事実は東南アジア各地の火入れ焼畑跡地などの森林荒廃の現状を見るまでもなく，奄

美大島でも100年以上前の，いわゆる“隠し畑”の跡が，今日なお森林に復元しないでスス

キ草原などのままで見分けがっくことからもはっきりしている。

　幸いに今回の調査で，日本一が確認された名瀬市だけでなく日本の最後の自然遺産，郷土

の森としての金作原国有森のスダジイ原生林が民族の遺産として，名瀬市民にとってはかけ

がえのない自然資源として十分保護され，その周辺が自然の許容範囲の枠内で遠慮しながら

利用されるように強く望みたい。

　さらに水際はの弱い自然である赤崎や笠利海岸をはじめ，まだ自然ないし半自然景観域の

保護を前提とした利用が強く望まれる。

　今まで一面的な自然開発と産業誘致がすべての市政のように錨覚され，その結果として公

害や自然破壊をもたらした大都市や新産業都市に比べて幸いにも名瀬市には自然度のもっと

も高いスダジイの原生林をはじめ多様な自然や半自然景観が各地に残されている。

　おれわれの2力年にわたる名瀬市全域の植生調査結果は名瀬市が現有する緑の植生で指標

される自然の質を明らかにすることができた。またその具体的な配分図としての現存植生図

（縮尺1：10，000）は各植生の具体的実体を市政関係者，計画者，一般の人たちにわかる言

葉に翻訳した翻訳図といえる。

　本来鹿児島県全域の植生調査と植生図の作製を行なって広域的な自然環境保全計画，地域
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開発計画が策定されるべきである。ようやく鹿児島県当局でも全県土の自然環境保全計画と

間違いの少い開発のための基礎図として植生図作製のための調査がはじめられている。その

先鞭をつけた名瀬市独自の本格的な植生調査結果が自然遺産，環境保全を前提とした間違い

の少ない市の発達，地域開発計画に十分利用されるように強く期待したい。
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要 約

　1970年7月より1971年12月までに5回，．延べ230日の長期にわたり奄美大島・名瀬市全域

の植生調査と現存植生図の作製が行なわれた。

　名瀬市は奄美大島の北部に位置し，鹿児島県島部の最大の行政都市である。気候は高温多

雨で亜熱帯に属し，一年を通じて強い海風の影響を受けている。地形は大部分が山地で平地

はきわめて狭い。地質は主に古生層からなっており，隆起サンゴ礁は見られない。

　このような地域において，残存する自然林をはじめ，2次林，植林，断崖植生，海浜植

生，塩沼植生など約920の植生調査が行なわれ，組成蓑作業を通じて以下にのべる群落単位

が認められた。

1．自然植生

A．森林植生

　　1。ケハダルリミノキースダジイ群集

　　2．アマミテンナンショウースダジイ群集

　　3．ハドノキーシマサルスベリ群落．

　　4．ハドノキーヒカゲヘゴ群落

　　5．アカテッーハマビワ群集

　　6．ソテツ群落

　　7．アダン群集

B．海岸砂丘植生

　　8．クサトベラ群落

　　9．ハ・マゴウ群落

　10．ク百イワザサースナヅル群集

　11．ハマヒルガオ群落

　i2．ダンチク群落

C．海岸断崖植生

　13．ナキナワぐイネズ群落

　14．ヒオウギーハチジョウススキ群落

　15．タマシダーサダソウ群落

　16．オキナワマッバボタンーコウライシバ群落

　17．シマチカラシバ群集
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　D．鹿沼植生

　　18．ソナレシバ群落

　E．湿地植物群落

　　19．オオアブラガや群落

∬．代償植生

　A．森林植生

　　1，ギョクシンカースダジイ群集

　　2．コシダースダジイ群落

　　3．リュウキュウマツ群落

　　4．ゴモジューハマビワ群落

　　5．マダケ群落

　　6．ホテイチク群落

　　7．ホウライチク群落

　B．草原・その他

　　8．アマクサギーリュウキュウイチゴ群落（伐跡群落）

　　9．リュウキュウチク群落

　　10．ヒゲスゲーススキ群落　　　　　　　　　．

　　1L　ホシダーススキ群落

　　12．ノボタンーススキ群落

　　13．マルパハタケムシローコウライシノミ群落

　　14．キダチハマグルマ群落

　　15．チガヤ群落（耕作放棄畑地雑草群落）

　　16．ハマクワガタールリハコベ群集（畑地雑草群落）

　　17．リュウキュウバショウ群落

　　18．ハイキビーチゴザサ群落（耕作放棄水田雑草群落）

　　19．アゼムシロ群落とデンジソウ群落（水田雑草群落）

　　20．ネズミノオ群落とチカラシバ群落（踏跡群落）

　今回調査された；奄美大島名瀬市地域は広域的には亜熱帯常緑樹林域に属し，九州以北の対

応植生域はヤブコウジースダジイ群団であるのに対し，沖縄と同じリュウキュウアオキース

ダジイ群団に属するシイ林で広域が被われている。海岸や集落に近い山地部は古くから伐採

や植林が行なわれ，スダジイの再生林やり三ウキュウマッ植林におきかえられている。スダ

ジイの自然林は金作原国有林を中心とした奥地に部分的に残存している。この自然林は奄美
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大島固有種や亜熱帯性の種類が豊富で，現存している日本列島のスダジイ林の中ではもっと

もよく発達した自然度の高い，質的にもきわめて優れた，学術的価値が高い自然林といえ

る。海岸断崖で海風を強く受ける場脈こはアカテッーハマビワ群集やソテツ群落が広く見ら

れる。海岸線の多くは断崖で占められている名瀬市では海浜植生は一般に未発達であるが，

険しい地形のため人為的な植生破壊は少なく，殊に海岸断崖上はコウライシバなど草本群落

も含めて原型のままよく残されていることが多い。

　現存植生図は全域に対しては1：25，000の縮尺で描かれ，もっとも植生学的・学術的にも

重要な意味を有し十分な保護・管理を必要とする金作原国有林周辺は1：10，000の小縮尺で

描かれた。また現在，自然公園の建設が計画されている赤崎については立地の診断図として

直接利用できるように，1：2，500という小縮尺の現存植生図が作製された。

　名瀬市は最近まではハブ害も原因して天規模な人為的破壊はほとんど行なわれなかった。

しかし，現在，大型の工作機械の使用によって人間のあまり入りこまなかった奥地にも林道

が開かれ，大規模な伐採や造成工事が行なわれ得るようになった。今後さまざまな理由で開

発計画が進められるものと思われるが，その際われわれの研究成果が新しい名瀬市め環境保

全・自然保護を前提とした自然利用の基礎的診断図・処方箋として役立つよう期待したい。
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ZUSAMMENFASSUNG

　　　P至圭anzensoz呈010gische　Studien　量n　Naze　auf　der　Insel　Amami（Pr註fektur

KagOS｝1irna）．

　　　Zwische簸Juli　1970　u鍛d　Dezember　1971．wurden　in　5　Aufe擁ha玉ten　wahrend

insge’samt　230　Tagen　vegetationskundliche　U総tersuchungen　im　ganzen　Stadtgeb圭et

von　Naze　auf　der　I蕪sel　Amami（zwischen　Kyushu　und　Okinawa）durchgef曲rt，

wobei　auch　e圭ne　Kartierungδer　realen　Vegetation　vorgehommen　wurde．　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま

　　　Naze，　d至e　dr圭ttgr6Bte　Stadt　der　Prafektur　Kagoshima，　liegt　im　Nordte呈1　der．

Insel．　In　der　subtropischen　ZoRe　gelegen，　ha毛Naze　einを　Jahresmitteltemperatur

von　21QC　unδhohe，　fast賛bers　ganze　Jahr　verteike　Niederschlage（Jahressumme

3，000mm）．　F王achland　ist　nur　lokal　ausgepr註gt，　der　GroBteil　ist　berg量g，　Der

Untergrund呈st　palaozoische難A｝ters，　Koral、lenkalkgestein，　das　auf　be照chbartell

Inseln　h護ufig　ist，　fehlt　auf　Amam．i．

　　　Im　Gebiet　nochαhal£ener　natUrlicher　Walder，　sekundarer　Forste澱，　Fe玉sve－

9etat圭on’K莚ste捻vegetation，　Salzw三esen，　etc．　wurden　mehr　ais　920　vegetationskun・

d圭iche　Aufnahmen　eτstelit．　Durch　pflanzensoziolog圭sche　Tabellellarbe呈t　konn之en

folgende　Gesel歪schaftse呈nhe玉ten　erkannt　werden：

1．Nat茸rl圭che　Vegetation：

　　A．Waldvegetatio籍

　　　　　1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　●　　　　　　ii

　　　　2．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　um

3．

4．

5．

6．

7．

L・・i・捻ther・一C・・t・n・P・・etum・・eb・14

　Arisaemo　heterocephalae－Cast段110psiet
siebold圭i
　y〃8うプ観θαρ6伽2zα‘Zα’α一Lαgθr5か06規毎5z6うoo5彦α渉α一Gesel蓋schaft

　　V沼8ゐプ蹴6αρ84観傷Zα6α一qyα彦ん6α　Zゆz西rα一日置se玉lschaft

　　Planchonello－Litseet疑m　lapollicae
　Cッ6α5ブ即oZ漉α一Gesel玉schaft

　　Pandane亡ub．．m　tectorius
B．DU鷺envegetation

　　8．　56α即oZα5θ万06α」Gesellschaft

　　9，　V露躍ro‘z4π4ゴプ『oZ如一Geseilschaft

　　10．　丁伽αプ80－Cα5ミy漉θ薦η3方Zが。プ解ゴ∫一Gesellschaft
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奪

　　　i1．　Cψy5彦㎏毎　50」4απ6JJα一Gese茎1schaft

　　　12．　四物雇0　402zα灘一Gese玉lschaft

　C．　Felsk｛istenvege£a£ion

　　　13．　」観ψ6rπ5　Z麗。加8究5ガ5－Gese王lsc｝1aft

　　　14．βθ勧z6απ4α・ん珈π5f5一雌56α励％5吻6π3ガ5　var．・・7z伽∫磁3－Gesel王schaft

　　　15．　N⑫1〃。♂ゆ∫5απrぎ傷7・α診α一1）曜）θ7－07加αブ砂07z∫oα一Gese｝lschaft

　　　16．　1）6π％Zαoαo海2zατθθ2ε5ガ5－Zの5∫α　彦82zπz吻Zf炉Gese至lschaft

　　　17．Pennis．etetumsordidum
　D．Salzwiesen

　　　18．　5ρoroう。伽5ηガγg沈ゴ。π5－Gesellschaft

　E．Gesellschaften　an　feuchten　Sta照orten

　　　l9。　5‘〃ψ鋸66ノーπα如アzz‘3－Gesellschaft

嚢．ErSaもzgesellSCha至ten

A．Waldvegetation
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　●

　　　1．．Tarenno－Casta漁opsletum　slebold11
　　2．　D此プα2zoノ》彦67・ゴ5　Z勉θα万∫一Cα∫∫α2zoが誌α‘功乞4α如var．∫ガθ60耀麗一Gesellschaft

　　3．　Pゴ7zz護5伽彦。ゐz‘θ2z5ど5－Gese玉lschaft

　　4．　y必z〃・π㍑”35z碑》82z5㍑アη一L乞彦58αブ04》o漉。α一Gesellschaft

　　　5．　P勿μ05診α01喫y5みαηzう％50認θ5－Bestand

　　　6．　1）乃｛yZZo5診αo友y∫α㍑reα一Bestand　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　一

　　7．　Bα溺うz‘5αgZαzκ85087z5－Bestalld

B．Wlesen　und　sonstlge　Vegetatlon

　　8。　CZ8ro46刀4プ。フzかf魏。渉。那z〃1　var．ツα肋5加那8解一Rzめπ58rの卿エπ5－Gesellschaft

　　9．　pZθガ。配α5彦％3　Z勿θα短5－Gesel玉schaft
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　　10．　Cαr躍切αん麗θπ5∫5－Mガ5cα7z漉z‘55沈θ2z5ガ5－Gesellschaft　　　　　　　　　　　　・

　　11．　乃ψyμθ万5．α伽ηzガπαオα・一M∫5cα窺勧55ガァzθπ5ガ5－Gese1至schaf亡

　　12．　M8Zα5孟伽zα‘απ碗磁刀z－Mゴ∫oα窺加7π5ガ7z82z5ゴ5－Gesellscha麦t

　　13．　．ゐ。う6〃αZoooんoo82z5ガ5－Z∂ッ5∫α　妙zz‘〃bZ如一Gesellschaft

　　14．W’846傭う雛orα一Gesellschaft

　　15．　乃砂8r鋤α6メ沈4万‘α一Gese玉lscha蚕t（Aufgegebene　Ackeru鍛krautgese茎lschaft）

　　16．Veronico　unduratae－A箆agalhse書um　arvensis

17．

（Acker鷺nkrautgesellschafの

　Mz63αZ珈窺z‘62z5ゴ3－Bestand
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　蚤
　　　18．　Pα2z∫6初πプゆ8郷一1珈。ゐπ8　gZoう05α一Gesellschaft（Aufgegebene　Reisfeld－

　　　　　　U鍛krau£gesellschaft）

　　　　ユg．　ゐ。ゐ8距α6毎π6π5ガ5－Gesellschaft　u．　Mαブ5ガZ8α　g翅4rzプbあα一Gesellschaft

　　　　　　（Reisfeld－U簸krautgeseilschafte繊）

　　　20．　5φoア。うoZz多∫．角γ彦∫Z∫5－Gesellschaft　u．　Pθπ痂sθ聯，π窃砂♪εc郡Zo∫4θ∫一Gesellschafも

　P　　（Trittgesellschaften）

　　　Anders　wie　in　de皿subtrop量schen　Gebiete無Honshus，　Shikokus　uRd　des　n6rdl．

Kyush疑s，　wo　Ardisio－Castanopsietum　ausgebi1δet　ist，　werden　d圭e　meiste徽Teile

　　　　　　　　　　　　ヨvo籍　Amami－Oshima　琶hnlich　wie　O衰inawa　vo2　P鯉魏。痂。－Cα3吻z（ψ5∫8伽彫　als

potentieli簸at菰r1量cher　Vegetatio登bedeckt．

　　　Meeresk農stennah　uad．圭m　Bergland　be三Siedlungen　wurden　die　nat直rllchen

W註1der　seit　langem　geschlagen，　vernichtet疑nd　neu　aufgeforstet．　Dadurch

entstanδen　in　gr6Ben　Te圭len　der　Insel　Ersatzgesellschaften　wie　z．　B．　Pガ2zz‘5

Zz‘孟。加82z∫ゴ5．

　　　Nur　im　staadichen　Wald　Kinsakubaru　blieben　bis　heute　die　nat菰rlichen

immergr貸nen　Laubw註der　in　F・rm　v・n　Cα5襯（脚5・鉱馬脳αvaτ．3ガ8う・磁eぎh・ken．

Dieser　Wald　geh6rt　mlt　seinel　F登lle　endemischer　Arten　zu　de難besten　Beispielen

der　noch　erhaltenen　Cμ∫∫oπ（脚5σz6吻薦αvar．3鋤。嫌Wald　in　Japa捻，　Vom

wissenschaftlichen　Sta簸dp囎kt　her　ist　ein　Sch被tz　f賛r　das　weitere　Erhalte鷺dieser

Besta且de　gefordert．

　　　A鳳．w三ndexpo捻ierte薮　Felsk誼stell　entwickelten　sich　呈n　groBer　Verbre呈tung

Pianchbnello－Litseetum　laponicaeundcツ。α∫r6ηo門島β一Gesellschaften．．

K菰stend廿nen瓜呈t　Zの5∫α々。プθ侃αu．　a．　niedr圭gen　Gras－und　Krautgesellschaften　si簸d

wegen　dem　Vorherτschenδer　fels三gen　K廿sten　kaum　entwickelt．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壽

　　　Die　Umgebung　des　Staatswaldes　Ki鍛sak疑1）aru，（玉er　besondere　Schutzmass籍ahmen

erfordeτt，　wurde　im　MaBstab　1：10，000　dargestellt，　vom廿brigen　Gebiet　Iiegt　eine　．

Karte　der　realen　Veget畠之圭on圭m　MaBstab　1：25，000　vor．

　　　　Auf　der　isolierten　Insel　wurde　fr慧her　wegen　der　Gefahr　gユftiger　Schlaぬge賑

（2｝加θr85z‘耀5曜）．）　三n　gr6Berem　Absta簸d．von　den　Siedlu捻gen　die　nat茸rliche

uegatation　durch　den　MeRschen　kaum　zeτst6rt。　Doch　heu毛e．ist　es　mittds　groBen

Baumaschinen　wie　Bulldozern　m6glich　gewoτden，　bis　tief　ins　Hi豆terland　hi鍛ein

Str段Be難fUr　die　Fors£wirtschaft　zu　bauen，　gro8r銭umlg　W護1der　kahlzuschlagen　und

andere　Bauar1）eite轟　durchzuf曲re澱．　Der　soge捻an煎ell　Entw圭ck：1ungsplan，　der



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．i25

touristischen　wie　forstwir毛schaftlichen王nteressen　gerecht　werde鳶w圭11，　f6rder士d圭e

Zerst6rung　der　Natur．　So　wurde　im　Wぼ1d　Kinsakubaru　schon　mehr　als　die　H議fte

kahlgeschlagβn．　Die　gr6B宅e　Vera無twortung　der　Mensche離u鍛serer　Zelt　ist　jedoch

δer　Sch滋z　solcher　Naturg温ter．

　　　　F貸rNaturschutz　und　ric｝1tige　E難twicklung　des　Gebietes　konnten　auf　Grund

unserer　vegetationskundl量che琵　S加dien　聴d．der　Vegetatio登skarte　Vorschl農ge

erbracht　werden．　Un毛er　sofo業tigen，　a疑sserst　strenge難Schutz　so11£en　die　Urw譲der

im　immerg瓢ne澄　Ca斑e圭Iietea　japonicae－Gebie㌻，　d呈e　nur　noch　iR

sehr　besch痴nkte籍Raumen　ausgebildet　sind，　gestel圭£werδen．

　　　Nichtδas　6konomische　Er至01gsdenke篇　sollte　bei　der　Entwicklung　vo登S£adt，

Stra8en，　touτistische難A且lagen，　e£c．　ausschlaggebend　se圭n，　sondem　die　Sicheru縦g

der　unersetzbaren　NaturgUter．　Nur　so　wird　f廿r　l琶ngere　Dauer　eln　Lebensraum

erhalten，　der　f農r　die　Bewohnerεeistige　u織d　k6rper薮che　damit　aber　auch　6kono－

mische－Lebensgr臨dlagen　s三chert．
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